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松 尾 正 路 名 誉 教i授略 歴
明 治38年(lgo5年)
1月7日 静 岡県 引佐郡 引佐町 金指に生 まれ た。
大 正6年(1917年)
4月1日 静 岡県立 浜松中学校 に入学。
大 正11年(1922年)
3月15日 静 岡県立 浜松 中学校 を卒業。
4月1日 東 京外 国語学校,フ ラソス語部 に入学 。
大 正14年(1925年)
3月10日 東 京外 国語学校,フ ランス語部 を卒 業。
昭 和2年(1927年)
4月1日 第 一外 国語学 校仏 語講師を 嘱託 され た。
昭 和4年(1929年)
4月29日 第一外 国語学校 仏語講師 を解 嘱。
4月30日 小樽 高等商業学校 フ ラソス語講師 を嘱託 され た。
7月23日 小樽 高等商業学校助教 授に任ぜ られ た。
昭 和11年(1936年)
4月18日 小樽 高等 商業学校教授 に任ぜ られ た。
昭 和12年(1937年)
4月6日 フラ ソス国へ 出張 を命ぜ られ た。
昭 和13年(1938年)
5月2日 帰 朝。
昭 和19年(1944年)
4月1日 官制改正に よ り小樽 高等商 業学 校が小樽経済専 門学 校 と改称 され た の
に伴 ない,小 樽経済専 門学校教授 に任 ぜ られ た。
昭 和24年(1949年)
7月9日 官 制改正 に よ り小樽経 済専門学校 が小樽 商科大 学に昇格 したのに伴 な
い,兼 ねて小樽商科大学 教授に補せ られ た。
7月30日 小樽 商科大 学学生部長 に補せ られ た。
昭 和25年(1950年)
4月1日 小樽 商科大 学教授に配 置換 され,兼 ね て小 樽経 済専門学校教授 に補せ
られ た。
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昭 和26年(1951年)
3月31日 小樽商科大学に併置されていた小樽経済専門学校の廃止に伴ない,小
樽経済専門学校教授の兼職を解かれた。
4月6日 小樽商科大学学生部長の兼職を解かれた。
5月1日 北海道大学文学部非常勤講師を委嘱された。(以降継続。)
昭和38年(1963年)
10月5日～10月30日 小樽商科大学長,小 樽商科大学短期大学部学長事務代理。
昭 和40年(1965年)
11月8日 小樽商科大学長,小 樽商科大学 短期大学部 学長事務取扱 を 命ぜられ
た。
昭 和41年(1966年)
3月1日 小樽商科大学長,小樽商科大学 短期大学部学長事務取扱 を免ぜられ
た。
昭 和43年(1968年)
3月31日
4月1日
4月1日
4月1日
小樽商科大学を退職。
小樽商科大学名誉教授の称号を授与された。
北海道武蔵女子短期大学教授に就任。
北海道大学大学院英米文学専攻科仏文学担当非常勤講師を委嘱され
た。
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松 尾正路 名誉教授著作 目録
昭 和11年(1936年)
12月 「ジ ュネー ヴ人 と して の ジ ャソー ジャ ック ・ル ソーの研 究」,「小樽 高等 商
業学校創立25周 年 記念論文集」所 収。
昭 和23年(1948年)
課 訳,プ レヴォーパ ラ ドル 「現代思想 の成 立一 フラ ンス ・モ ラ リス トの
研 究一 」現 代評論社 刊。
昭 和25年(1950年)
12月 「ラ ・ロシュフコ 一ー「省察録 』の研 究」,小樽 商科大学 「人文研 究」第1輯
所 収。
昭 和26年(1951年)
10月 「ミシェル ・ド・モ ソテー ニュの 自由」,小樽 商科 大学 「人文研 究」第2輯
所 収。
昭 和27年(1952年)
7月 「ヴォル テールの小説 」,小樽 商科大 学 『人文研 究」第4輯 所 収。
昭 和28年(1953年)
7月 「心理 の分析 と自由e」,小 樽 商科大 学 「人文研 究』第6輯 所 収。
昭 和29年(1954年)
7月 「心 理 の分析 と自由⇔ 」J小樽商科 大学 「人文 研究』第8輯 所 収。
昭 和31年(1956年)
12月 「マル セル ・プルース トにおけ る存在 と現 実」,小樽商科大学 「人文研究 」
第13輯 所 収。
昭 和32年(1957年)
12月 「マル セル ・プルース トの感受性 と美 の問題」,小樽 商科大学 「人文研究 」
第15輯 所 収。
昭 和36年(1961年)
8月 「マル セル ・プルース トの所 有」,「小樽 商科大学創立50周 年 記念論文集」
所 収。
昭 和37年(1962年)
7月 「ラ ・ブ リュイエ ールの常 識 と批 評精 神」.小樽商科 大学 「人 文研究」第24
輯所収。
